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は
じ
め
に

　
『
晩
晴
吟
社
詩
』
は
、
江
戸
後
期
を
代
表
す
る
漢
詩
人
の
一
人
で
あ
る
柏
木
如

亭
が
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
年
に
信
州
中
野
に
開
い
た
漢
詩
結
社
、
晩
晴
吟

社
の
社
友
の
漢
詩
を
集
め
た
小
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
七
絶
八
首
、五
律
三
首
、

七
律
一
首
、
計
十
二
首
を
収
め
、
各
首
に
大
窪
詩
佛
の
評
語
を
附
け
て
、
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
秋
に
刊
行
さ
れ
た
。

　
『
晩
晴
吟
社
詩
』
の
刊
行
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
如
亭
に
よ
る
本
書
の
跋
文
と
、

同
じ
く
寛
政
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
大
窪
詩
佛
の
『
詩
聖
堂
百
絶
』
に
も
収
録

す
る
序
詩
と
そ
の
序
に
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。『
詩
聖
堂
百
絶
』
に
は
「
題

晩
晴
吟
社
巻
首
并
序
」
と
し
て
、「
予
、
柏
永
日
を
信
濃
に
訪
ふ
。
其
の
徒
、
木

百
年
・
高
聖
誕
が
輩
十
有
余
人
の
詩
を
得
て
、
批
評
・
輯
録
し
て
、
計
ら
ず
巻

を
為
す
。携
へ
帰
り
て
都
下
の
社
友
に
示
さ
ん
と
欲
す
。因
て
謀
り
て
梓
に
上
す
。

名
づ
け
て
『
晩
晴
吟
社
詩
』
と
曰
ふ
。
晩
晴
は
、永
日
の
斎
名
な
り
。」（
原
漢
文
）

と
あ
る
。
大
意
は
「
私
、
大
窪
詩
佛
は
柏
木
如
亭
を
信
州
に
訪
ね
た
。
如
亭
の

門
人
で
あ
る
木
百
年
・
高
聖
誕
な
ど
十
数
人
の
詩
を
得
て
批
評
・
編
集
す
る
う
ち
、

思
い
が
け
な
い
こ
と
に
一
巻
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
江
戸
に
持
ち
帰
り
江
戸
の
詩

仲
間
に
見
せ
よ
う
と
思
い
、
相
談
の
上
、
出
版
し
た
。
題
名
を
『
晩
晴
吟
社
詩
』

と
い
う
。
晩
晴
は
如
亭
の
書
斎
の
名
で
あ
る
。」
で
あ
る
。
如
亭
の
門
人
の
詩
に

対
し
て
盟
友
詩
佛
が
評
語
を
附
け
た
と
い
う
形
式
だ
が
、
直
接
の
門
人
た
ち
の

詩
で
あ
る
か
ら
既
に
如
亭
の
目
は
通
し
て
添
削
済
み
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
地
方
詩
社
に
お
け
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
刊
行
に
は
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
柏
木
如
亭
は
所
謂
生
粋
の
江
戸
っ
子
で
あ
り
、
当
然
、

江
戸
詩
壇
で
活
躍
し
て
い
た
が
、
遊
歴
と
流
落
の
為
に
地
方
で
の
活
動
が
多
く

な
っ
て
い
た
。
中
央
で
起
こ
っ
た
清
新
性
霊
派
の
新
進
詩
人
と
し
て
歓
迎
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
の
詩
壇
が
活
況
を
呈
し
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

を
出
す
ほ
ど
に
ま
で
力
を
持
っ
た
の
は
、
中
央
と
地
方
の
問
題
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
更
に
こ
の
社
友
の
内
か
ら
木
百
年
と
高
聖
誕
の
二
人
は
個
人
詩
集
ま
で

出
版
す
る
。
百
年
の
『
静
窓
詩
』
と
聖
誕
の
『
紅
葉
遺
詩
』
で
あ
る
。
ま
た
、

如
亭
は
二
人
の
協
力
も
得
て
吟
社
に
お
け
る
漢
詩
作
の
教
科
書
と
い
う
べ
き
『
訳

註
聯
珠
詩
格
』
も
出
版
し
、
地
方
詩
壇
の
完
成
形
を
見
せ
る
。
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

刊
行
は
そ
の
一
段
階
で
あ
る
（
注
１
）。

『
晩
晴
吟
社
詩
』
注
釈
と
補
論
「
詩
語
『
閑
権
』
に
つ
い
て
」

山
　
口
　
　
　
旬
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ま
た
、
本
書
の
特
徴
に
一
首
ご
と
に
附
さ
れ
た
詩
佛
の
評
文
が
あ
る
。
ご
く

短
文
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
詩
佛
や
清
新
性
霊
派
の
詩
の
理
論
が
う
か
が
え
て

興
味
深
い（
注
２
）。
ま
た
、
職
業
詩
人
が
門
人
格
の
素
人
詩
人
に
ど
の
よ
う
に
批
評
を

加
え
る
か
の
技
術
も
見
ら
れ
る
。
純
粋
に
文
学
的
批
評
で
は
な
く
指
導
と
し
て

の
批
評
と
い
う
の
に
近
い
。
長
所
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
匙
加
減
が
指
導
者
の

技
術
の
見
所
で
あ
る
。

　

ま
た
、
詩
と
評
語
の
対
等
な
組
み
合
わ
せ
と
い
う
形
式
は
、
詩
佛
の
『
卜
居

集
』
に
お
け
る
詩
佛
の
詩
、中
野
素
堂
の
評
の
形
式
と
共
通
す
る
の
も
興
味
深
い
。

こ
の
形
式
は
こ
の
二
書
の
他
に
あ
ま
り
な
い
珍
し
い
形
式
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

大
窪
詩
佛
の
序
詩　

そ
の
１

【
本
文
】

霜
早
山
村
秋
欲
殘　
　

霜　

早
く
し
て　

山
村　

秋　

残
せ
ん
と
欲
す

詩
愁
不
似
客
愁
寛　
　

詩
愁
は
似
ず　

客
愁
の
寛
き
に

晩
晴
堂
畔
葉
如
錦　
　

晩
晴
堂
畔　

葉　

錦
の
如
し

留
與
遊
人
自
在
看　
　

遊
人
を
留
与
し
て
自
在
に
看
せ
し
む

【
訳
文
】

　

山
中
の
こ
の
村
で
は
、
霜
の
降
り
る
よ
う
な
寒
気
が
早
く
も
や
っ
て
来
て
、

秋
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
気
候
で
も
、
旅
の
愁
い
は
感
じ
る
こ
と

も
な
く
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
る
が
、
詩
を
選
ぶ
愁
い
は
な
く
な
ら
ず
に
悩

み
が
絶
え
な
い
。
如
亭
の
晩
晴
堂
の
周
り
で
は
、
詩
と
い
う
葉
が
ど
れ
も
錦
の

よ
う
に
美
し
く
色
づ
い
て
い
て
、
旅
人
で
あ
る
私
を
こ
こ
に
引
き
留
め
て
、
好

き
な
だ
け
見
せ
て
く
れ
る
か
ら
だ
。

○
霜
早
山
村
秋
欲
殘　

杜
牧
の
「
山
行
」
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
る
。
詩
佛
の

信
州
中
野
訪
問
は
跋
文
に
よ
る
と
庚
申
（
寛
政
十
二
年
）
の
秋
と
あ
る
。
そ
し

て
留
宿
数
十
日
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。　

○
詩
愁　

宋
詩
、
な
か
で
も
楊
誠
齋
に

多
く
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
大
窪
詩
佛
の
『
詩
聖
堂
百
絶
』
に
も
四
例
あ
る
（
注
３
）。

多
く
は
所
謂
「
苦
吟
」
の
こ
と
で
あ
る
。
作
詩
や
推
敲
や
添
削
な
ど
詩
に
関
わ

る
苦
労
・
悩
み
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
鳬
鶩
行
中
脱
病
身
、
竹
林
深

處
得
幽
人
。
只
言
官
滿
渾
無
事
、也
被
詩
愁
攪
一
春
。」（
題
所
寓
唐
德
明
書
齋
・
宋
・

楊
萬
里
）
な
ど
。
こ
こ
で
は
、
自
身
の
詩
作
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
錦
の
よ
う

な
詩
の
作
品
群
を
批
評
す
る
悩
み
で
あ
ろ
う
。　

○
晩
晴
堂　

柏
木
如
亭
の
信

州
中
野
に
お
け
る
書
斎
。　

○
葉
如
錦　
「
遠
上
寒
山
石
徑
斜
、
白
雲
生
處
有
人

家
。
停
車
坐
愛
楓
林
晚
、
霜
葉
紅
於
二
月
花
。」（
山
行
・
唐
・
杜
牧
）
の
イ
メ
ー

ジ
に
よ
る
。　

○
留
與
遊
人　

遊
人
は
詩
佛
の
こ
と
、
留
與
は
詩
佛
の
信
州
中

野
滞
在
が
数
ヶ
月
に
も
及
ん
だ
こ
と
を
さ
す
。
◎
上
平
声
十
四
寒
・
七
絶
。

　
　

大
窪
詩
佛
の
序
詩　

そ
の
２

【
本
文
】

一

清
茶
一
炷
香　
　

一
鼎
の
清
茶　

一
炷
の
香

手
開
詩
巻
細
平
章　
　

手
か
ら
詩
巻
を
開
て　

細
に
平
章
す

自
嗤
身
與
蜂
媒
似　
　

自
ら
嗤
ふ　

身
は
蜂
媒
と
似
る
を

品
白
評
紅
盡
日
忙　
　

白
を
品
し
紅
を
評
し
て　

尽
日　

忙
し

　
　
　
　
　
　

詩
佛
題
（
印
）
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【
訳
文
】

　

一
つ
の
茶
釜
に
は
清
ら
か
な
お
茶
、
そ
し
て
一
く
ゆ
り
の
茶
の
香
り
。
そ
ん

な
と
こ
ろ
で
、自
分
の
手
で
詩
巻
を
開
け
て
、細
か
く
品
定
め
し
批
評
し
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
自
分
で
お
か
し
く
な
っ
て
笑
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
私
は
ま
る
で

受
粉
に
忙
し
く
飛
び
回
る
蜂
に
そ
っ
く
り
だ
と
思
う
。
白
い
花
が
良
い
と
言
っ

た
り
、
紅
い
花
が
が
良
い
と
言
っ
た
り
一
日
中
飛
び
回
っ
て
大
忙
し
な
の
だ
か

ら
。

○
一
　
　
「

」は
鼎
の
異
体
字
。『
詩
聖
堂
百
絶
』で
は「
一
瀹
」と
す
る
。『
晩

晴
吟
社
詩
』
と
『
詩
聖
堂
百
絶
』
の
刊
行
は
ほ
と
ん
ど
同
時
期
で
あ
る
が
、
序

詩
よ
り
詩
集
が
先
行
す
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
「
瀹
」
が
決
定
稿
で
あ
ろ
う
。　

○
清
茶
一
炷
香　
「
清
香
一
炷
茶
一
啜
」（
維
那
觀
師
以
偈
示
余
求
詩
爲
贈
因
成

兩
絶
句
其
一
・
宋
・
孔
武
仲
）
な
ど
の
類
句
が
あ
る
。
如
亭
の
跋
文
の
「
一
香

一
茗
」
と
呼
応
し
て
い
る
。　

○
手
開
詩
巻
細
平
章　

平
章
は
、
品
定
め
を
す

る
。
結
婚
の
仲
介
を
す
る
。「
平
章
風
月
歸
茶
鼎
、
管
領
烟
霞
付
酒
杯
。」（
盤
園
・

宋
・
馬
廷
鸞
）　

○
自
嗤
身
與
蜂
媒
似
〜
品
白
評
紅
盡
日
忙　

如
亭
が
信
州
中
野

で
の
漢
詩
教
授
用
に
作
っ
た
『
訳
註
聯
珠
詩
格
』
に
劉
後
村
「
蜂
媒
」
が
あ
り
、

類
想
句
に
「
為
花
評
品
嫁
東
風
」
が
あ
る
。
蜂
媒
は
、
花
の
間
を
飛
び
回
る
蜂
。

仲
人
。　

◎
下
平
声
七
陽
・
七
絶
。

◎
序
文
に
あ
た
る
部
分
だ
が
、詩
佛
は
絶
句
二
首
で
そ
れ
に
代
え
て
い
る
。
後
年
、

あ
ま
り
散
文
を
書
か
な
か
っ
た
詩
佛
だ
が
、
こ
の
時
期
に
既
に
『
詩
聖
堂
詩
話
』

な
ど
散
文
の
著
作
も
あ
り
、
必
ず
し
も
散
文
を
不
得
手
に
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
小
規
模
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
こ
と
と
、
読
者
層
（
晩
晴
吟
社
の
門

人
達
を
想
定
し
た
で
あ
ろ
う
）
を
考
え
て
、
ま
た
評
語
が
散
文
で
あ
る
の
で
逆

に
詩
を
序
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

１　
　

早
秋　
　

景
道
人

【
詩
・
本
文
】

幾
樹
秋
風
水
有
聲　
　

幾
樹　

秋
風　

水
に
声
有
り

満
天
涼
露
夜
三
更　
　

満
天
の
涼
露　

夜　

三
更

幽
窓
夢
破
難
重
寐　
　

幽
窓　

夢　

破
れ
て　

重
ね
て
寐
ね
難
し

直
到
月
低
河
又
傾　
　

直
に
月
の
低
き
に
到
て　

河　

又　

傾
く

【
訳
文
】

　

秋
風
が
幾
本
も
の
樹
木
に
吹
い
て
天
の
川
か
ら
水
音
が
す
る
よ
う
だ
。
真
夜

中
に
な
る
と
、
冷
た
い
露
気
が
空
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
て
く
る
。
静
か
な
書
斎
で

は
、
一
度
夢
か
ら
目
が
覚
め
て
し
ま
う
と
再
び
は
な
か
な
か
寝
つ
け
な
い
で
い

る
。
見
れ
ば
、
す
で
に
月
も
落
ち
て
お
り
、
銀
河
も
ま
た
傾
い
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。

○
景
道
人　

須
田
勤
子
稷
。
善
光
寺
の
医
者
。　

○
直
到
月
低
河
又
傾　

直
は
、

夢
か
ら
覚
め
た
の
で
途
中
の
経
過
は
知
ら
な
い
が
、の
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
河
は
銀
河
、

天
の
川
。　

◎
下
平
声
八
庚
・
七
絶
。

【
評
・
本
文
】

儁
爽
簡
達
超
然
塵

之
外
。
水
有
聲
三
字
有
味
。
不
可
容
易
看
過
。

（
儁
爽
簡
達
、
超
然
と
し
て
塵

の
外
な
り
。「
水
有
声
」
の
三
字
、
味
有
り
。

容
易
に
看
過
す
べ
か
ら
ず
。）
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【
訳
文
】

　

す
っ
き
り
と
簡
潔
で
明
解
な
表
現
で
、
内
容
は
超
然
と
し
て
俗
世
間
か
ら
か

け
離
れ
て
い
る
。「
水
有
声
」
の
三
字
に
味
が
あ
る
。
そ
こ
を
簡
単
に
見
過
ご
し

て
は
い
け
な
い
。

○
儁
爽　

儁
は
俊
に
同
じ
。「
俊
爽
」
は
高
く
す
っ
き
り
し
て
い
る
。　

○
簡 

達　

簡
略
で
意
味
が
十
分
通
じ
る
こ
と
。　

○
塵
　

は
壒
、
つ
ち
け
む
り
。

塵
埃
と
同
じ
。　

○
有
味　

味
と
は
、
水
と
河
が
呼
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
さ
す
か
。

◎
門
人
格
へ
の
批
評
は
直
接
的
で
は
な
く
賞
め
な
が
ら
問
題
点
を
指
摘
す
る
と

い
う
よ
う
な
や
り
方
に
な
る
。

２　
　

山
家　
　

藤
義
敦　

自
厚

【
詩
・
本
文
】

野
竹
丘
松
自
作
扉　
　

野
竹
丘
松　

自
ら
扉
を
作
す

四
山
如
洗
画
屏
圍　
　

四
山　

洗
ふ
が
如
く　

画
屏　

囲
む

寒
窓
昨
夜
三
更
雨　
　

寒
窓　

昨
夜　

三
更
の
雨

溪
水
今
朝
一
尺
肥　
　

渓
水　

今
朝　

一
尺　

肥
ゆ

【
訳
文
】

　

野
や
丘
の
竹
や
松
が
自
然
に
我
が
家
の
扉
と
な
っ
て
い
る
。
四
方
の
山
々
は
、

緑
が
雨
で
洗
わ
れ
て
画
を
書
い
た
屏
風
の
よ
う
に
我
が
家
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。

寒
々
と
し
た
書
斎
で
昨
夜
は
夜
中
に
雨
音
が
聞
え
て
い
た
が
、
今
朝
見
れ
ば
、

谷
川
の
水
が
一
尺
ほ
ど
も
増
し
て
い
た
。

○
藤
義
敦　

自
厚　

未
詳
。　

○
野
竹
丘
松　

野
丘
竹
松
。
互
文
。　

○
自
作

扉　

作
者
未
詳
の
類
句
「
野
竹
自
成
扉
」
が
中
国
岩
泉
寺
の
石
壁
に
刻
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。　

○
四
山
如
洗
画
屏
圍　

如
洗
は
緑
が
洗
う
よ
う
に
、
の
意
。　

○
寒
窓
〜
、
溪
水
〜　

評
文
に
見
え
る
よ
う
に
韓
偓
や
范
成
大
の
影
響
下
の
対	

句
。　

◎
上
平
声
五
微
・
七
絶
。

【
評
・
本
文
】

三
四
意
思
真
率
。
韓
握
三
更
聯
石
湖
三
寸
對
、
皆
却
壓
倒
焉
。

（
三
四
、
意
思
真
率
。
韓
握
の
三
更
聯
、
石
湖
の
三
寸
対
、
皆
な
却
て
圧
倒
す
。）

【
訳
文
】

　

三
四
句
は
、
思
い
が
率
直
で
飾
り
気
が
な
い
。
韓
握
の
三
更
の
聯
や
、
范
石

湖
の
三
寸
の
対
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
逆
に
圧
倒
す
る
出
来
映
え

で
あ
る
。

○
韓
握
三
更
聯　
「
昨
夜
三
更
雨
、今
朝
一
陣
寒
。」（
懶
起
・
韓
偓
）
韓
握
は
韓
偓
。

香
匳
体
で
知
ら
れ
る
晩
唐
の
詩
人
。　

○
石
湖
三
寸
對　
「
昨
夜
榕
溪
三
寸
雨
、

今
朝
桂
嶺
十
分
寒
。」（
送
周
直
夫
教
授
歸
永
嘉
・
范
成
大
）『
卜
居
集
』「
山
居

十
首
」
詩
で
詩
佛
自
ら
も
使
い
、
中
野
素
堂
の
評
に
も
范
石
湖
の
対
を
圧
倒
す

る
と
あ
る
。范
成
大
は
南
宋
の
詩
人
。当
時
非
常
に
よ
く
読
ま
れ
手
本
に
さ
れ
た
。　

○
壓
倒　

韓
握
や
范
石
湖
を
圧
倒
す
る
と
い
う
理
由
は
、
昨
夜
の
雨
か
ら
今
朝

の
寒
さ
と
い
う
必
ず
し
も
論
理
的
に
つ
な
が
ら
な
い
対
に
対
し
て
、
本
詩
は
雨

に
因
っ
て
溪
が
増
水
す
る
と
い
う
二
句
で
一
意
を
表
わ
す
流
水
対
と
な
っ
て
い

る
た
め
で
あ
ろ
う
。
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山
口　

旬　
『
晩
晴
吟
社
詩
』
注
釈
と
補
論
「
詩
語
『
閑
権
』
に
つ
い
て
」

３　
　

夜
歸　
　

秦
壽
足

【
詩
・
本
文
】

釣
筒
収
得
下
苔
機　
　

釣
筒　

収
め
得
て　

苔
機
を
下
れ
ば

栁
蔭
深
中
螢
火
飛　
　

柳
蔭　

深
き
中　

蛍
火　

飛
ぶ

雨
後
輕
風
冷
如
水　
　

雨
後
の
軽
風　

冷　

水
の
如
く

満
衫
露
氣
帶
秋
歸　
　

満
衫
の
露
気　

秋
を
帯
て
帰
る

【
訳
文
】

　

釣
り
竿
を
し
ま
っ
て
、
苔
の
生
え
た
水
辺
の
岩
か
ら
下
り
て
く
る
と
、
柳
の

蔭
が
深
い
と
こ
ろ
に
蛍
が
光
を
放
っ
て
飛
ん
で
い
る
。
雨
上
が
り
の
微
風
は
水

の
よ
う
に
冷
た
く
、
着
物
い
っ
ぱ
い
に
露
気
、
つ
ま
り
秋
を
帯
び
て
帰
っ
て
く

る
の
だ
。

○
秦
壽
足　

未
詳
。　

○
釣
筒　

釣
り
竿
を
指
す
。　

○
苔
機　

機
は
磯
か
。

水
際
の
石
の
多
い
と
こ
ろ
。　

◎
上
平
声
五
微
・
七
絶
。

【
評
・
本
文
】

詩
境
清
淡
。
三
四
、
尤
佳
。
使
讀
者
意
志
爽
然
。

（
詩
境
、
清
淡
。
三
四
、
尤
も
佳
な
り
。
読
者
を
し
て
意
志
爽
然
た
ら
し
む
。）

【
訳
文
】

　

詩
境
は
清
ら
か
で
平
淡
で
あ
る
。
三
句
め
と
四
句
め
が
非
常
に
優
れ
て
い
る
。

読
む
者
の
気
持
ち
を
爽
や
か
に
し
て
く
れ
る
。

○
清
淡　

平
淡
は
詩
の
理
想
的
な
境
地
で
あ
る
。　

○
三
四　

転
句
と
結
句
を

さ
す
。

４　
　

送
人
北
遊　
　

澤
照
中　

午
窓

【
詩
・
本
文
】

惜
別
相
傾
酒
數
杯　
　

惜
別　

相
傾
く　

酒　

数
杯

離
愁
直
被
暁
鐘
催　
　

離
愁　

直
ち
に
暁
鐘
に
催
さ
る

杖
鞋
歸
日
詩
千
首　
　

杖
鞋　

帰
日　

詩　

千
首

収
拾
北
方
山
水
来　
　

北
方
の
山
水
を
収
拾
し
来
ら
ん

【
訳
文
】

　

別
れ
を
惜
し
ん
で
数
杯
の
酒
を
と
も
に
傾
け
て
い
る
と
、
悲
し
い
こ
と
に
あ
っ

と
い
う
間
に
暁
の
鐘
が
鳴
り
出
発
を
促
さ
れ
る
。
杖
と
草
鞋
の
旅
姿
の
君
が
ま

た
こ
こ
に
帰
っ
て
来
る
日
に
は
、
千
首
も
の
詩
を
作
っ
て
、
そ
の
中
に
北
方
の

山
水
の
名
勝
を
み
な
集
め
尽
く
し
て
来
る
の
だ
ろ
う
。

○
送
人
北
遊　

人
の
北
遊
す
る
を
送
る
。
作
詩
事
情
は
不
明
。　

○
澤
照
中
午

窓　

未
詳
。　

○
離
愁　

別
れ
の
悲
し
み
。　

○
直　

夜
を
通
り
越
し
て
い
き

な
り
朝
に
な
っ
た
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
時
を
う
つ
さ
ず
。　

○
杖
鞋
歸
日
詩

千
首　

送
別
詩
に
類
想
が
多
い
。「
此
行
定
有
詩
千
首
、莫
惜
因
風
寄
數
編
。」（
再

用
韵
送
安
國
・
宋
・
王
十
朋
）、「
西
歸
定
有
詩
千
首
、
想
肯
重
來
賁
一
丘
。」（
韵

送
程
給
事
知
越
州
・
宋
・
王
安
石
）
な
ど
。　

◎
上
平
声
十
灰
・
七
絶
。

【
評
・
本
文
】

此
友
人
亦
必
有
斡
旋
千
鈞
之
筆
力
。

（
此
の
友
人
も
亦
た
必
ず
斡
旋
千
鈞
の
筆
力
有
ら
ん
。）

【
訳
文
】

　

こ
の
詩
で
送
っ
た
友
人
も
ま
た
き
っ
と
筆
で
千
鈞
も
の
荷
を
動
か
す
詩
の
力
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成
蹊
人
文
研
究
　
第
二
十
五
号
（
二
〇
一
七
）

が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

○
斡
旋　

め
ぐ
ら
す
。
回
す
こ
と
。
字
を
め
ぐ
さ
せ
る
こ
と
。　

○
千
鈞
之
筆

力　

筆
力
千
鈞
。
鈞
は
、
目
方
の
単
位
。
周
代
の
一
鈞
は
七
・
六
八
キ
ロ
グ
ラ
ム

と
い
う
。
千
鈞
は
非
常
に
重
い
こ
と
。
千
鈞
の
重
さ
。
非
常
に
重
い
物
を
筆
の

力
で
動
か
す
こ
と
。

５　
　

初
秋　
　

條
耕　

春
田

【
詩
・
本
文
】

梧
桐
葉
上
雨
餘
風　
　

梧
桐
葉
上　

雨
余
の
風

一
味
新
涼
暁
色
中　
　

一
味
の
新
涼　

暁
色
の
中

秋
信
不
知
何
處
早　
　

秋
信　

知
ら
ず　

何
の
処
か
早
き
を

庭
前
已
染
鴈
来
紅　
　

庭
前　

已
に
染
む　

鴈
来
紅

【
訳
文
】

　

梧
桐
の
葉
の
上
を
雨
上
が
り
に
風
が
吹
き
過
ぎ
る
と
、
明
け
方
の
風
景
の
中

に
一
味
の
新
た
な
涼
が
生
ま
れ
る
。
秋
の
便
り
が
来
る
の
は
何
所
が
一
番
早
い

の
だ
ろ
う
。
庭
の
前
で
既
に
紅
に
染
ま
っ
て
い
る
ハ
ゲ
イ
ト
ウ
だ
ろ
う
か
。

○
條
耕
春
田　

未
詳
。　

○
梧
桐
葉
上
雨
餘
風　

梧
桐
の
葉
に
雨
が
あ
た
る
の

は
、秋
の
風
物
。　

○
一
味
新
涼
暁
色
中　
「
數
日
無
人
到
、秋
風
一
味
凉
。」（
秋

日
園
林
即
景
・
淸
・
呉
宗
愛
）　

○
鴈
来
紅　
「
雁
来
紅
」ハ
ゲ
イ
ト
ウ
の
漢
名
。
秋
、

雁
の
来
る
頃
、
紅
色
に
な
る
か
ら
い
う
。　

◎
上
平
声
一
東
・
七
絶
。

【
評
・
本
文
】

情
致
雖
纖
工
、
而
厳
然
生
霊
之
詩
也
。
格
調
之
徒
、
不
能
復
夢
見
。

（
情
致
、
纖
工
と
雖
ど
も
、
而
し
て
厳
然
と
し
て
生
霊
の
詩
な
り
。
格
調
の
徒
、

復
た
夢
見
る
こ
と
能
は
ず
。）

【
訳
文
】

　

お
も
む
き
は
纖
細
で
巧
み
で
あ
る
が
、
厳
然
と
し
て
性
霊
清
新
派
の
詩
で
あ

る
。
格
調
派
の
詩
人
に
は
ま
た
夢
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
世
界
で
あ
ろ
う
。

○
情
致　

風
趣
。　

○
纖
工　

技
巧
的
で
あ
る
が
、
技
巧
か
ら
生
ま
れ
た
表
現

で
な
く
現
実
の
観
察
か
ら
で
き
た
詩
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。　

○
生
霊

之
詩　

生
霊
は
性
霊
。
当
時
流
行
し
て
い
た
、
現
実
主
義
的
な
性
霊
清
新
派
風

の
詩
。　

○
格
調
之
徒　

一
時
代
前
に
流
行
し
た
擬
古
的
古
典
主
義
的
な
古
文

辞
格
調
派
を
信
奉
す
る
詩
人
達
。

６　
　

無
題　
　

柏
位　

立
人

【
詩
・
本
文
】

寒
水
溶
々
緑
満
塘　
　

寒
水　

溶
　々

緑　

塘
に
満
つ

蓮
枯
無
葉
掩
鴛
鴦　
　

蓮
枯
れ　

葉
の
鴛
鴦
を
掩
ふ
無
し

多
情
不
奈
年
光
減　
　

多
情　

年
光
の
減
ず
る
を
奈
ん
と
も
せ
ず

無
限
西
風
又
夕
陽　
　

無
限
の
西
風　

又　

夕
陽

【
訳
文
】

　

冷
た
い
冬
の
水
が
盛
ん
に
流
れ
て
、
緑
の
水
が
池
に
満
ち
て
い
る
。
蓮
も
す
っ

か
り
枯
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
鴛
鴦
を
掩
い
隠
す
葉
も
な
い
。
歳
月
が
す
り
減

る
よ
う
に
減
っ
て
い
く
の
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
。
西
風
は
無
限
に
吹
き
続
け
て
い
る
が
、
一
日
の
終
わ
る
の
は
早
く
、
も
う
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山
口　

旬　
『
晩
晴
吟
社
詩
』
注
釈
と
補
論
「
詩
語
『
閑
権
』
に
つ
い
て
」

夕
陽
の
時
刻
な
の
だ
。

〇
柏
位
立
人　

柏
木
立
人
。
柏
木
如
亭
の
弟
。　

〇
寒
水　

冷
た
い
水
。　

○

溶
　々

水
の
盛
ん
に
流
れ
る
さ
ま
。　

○
緑　

水
の
色
。　

○
塘　

池
。　

○

蓮
枯　

枯
蓮
（
か
れ
は
す
）
は
冬
の
季
語
。　

○
年
光　

年
月
。　

○
無
限
西

風
又
夕
陽　
「
夕
陽
無
限
好
、
只
是
近
黄
昏
」（
楽
遊
原
・
李
商
隠
）　

◎
下
平
声

七
陽
・
七
絶
。

【
評
・
本
文
】

立
人
之
詩
以
流
麗
為
工
、
與
阿
兄
永
日
異
法
。
如
此
詩
是
也
。
然
韻
絶
趣
絶
、

無
元
人
嬬
弱
之
氣
象
矣
。

（
立
人
の
詩
、
流
麗
を
以
て
工
と
為
し
、
阿
兄
永
日
と
法
を
異
に
す
。
此
の
如

き
詩
、
是
な
り
。
然
れ
ど
も
韻
絶
、
趣
絶
に
し
て
元
人
嬬
弱
の
気
象
無
し
。）

【
訳
文
】

　

立
人
の
詩
は
、
流
麗
な
表
現
に
巧
み
で
、
兄
の
如
亭
と
や
り
方
を
異
に
し
て

い
る
。
こ
の
詩
な
ど
が
、
そ
の
い
い
例
だ
。
し
か
し
、
詩
の
調
べ
も
、
趣
き
も

絶
品
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
元
代
の
詩
人
た
ち
の
よ
う
に
軟
弱
な
風
も
な
い
。

○
無
題　

通
常
、
あ
え
て
「
無
題
」
と
詩
題
を
付
け
る
場
合
は
何
ら
か
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
帯
び
る
が
、
こ
こ
は
漠
然
と
し
た
述
懐
と
い
う
程
度
の
意
味
。　

○

阿
兄
永
日　

阿
兄
は
自
分
の
兄
を
言
う
。
柏
木
如
亭
を
さ
す
。
永
日
は
そ
の
字
。　

○
異
法　

兄
の
如
亭
は
晩
晴
吟
社
詩
出
版
の
翌
年
の
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

頃
に
葛
西
因
是
の
影
響
で
唐
詩
に
詩
法
変
換
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時

期
に
既
に
如
亭
は
流
麗
と
は
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。　

○
元

人
嬬
弱　

元
の
詩
人
の
軟
弱
な
詩
風
。

７　
　

春
遊　
　

藤
自
南　

弟
来

【
詩
・
本
文
】

此
日
與
君
出　
　

此
の
日　

君
と
出
で
て

鶯
花
海
裏
携　
　

鴬
花
海
裏
に
携
ふ

吟
眸
天
遠
近　
　

吟
眸　

天　

遠
近

醉
脚
路
高
低　
　

酔
脚　

路　

高
低

行
盡
翠
楊
畔　
　

行
き
尽
す　

翠
楊
の
畔

經
過
紅
杏
西　
　

経
過
ご
す　

紅
杏
の
西

看
々
乘
興
處　
　

看
　々

興
に
乗
ず
る
処

不
覺
到
鶏
栖　
　

覚
え
ず
鶏
栖
に
到
る

【
訳
文
】

　

こ
の
日
は
鴬
が
盛
ん
に
鳴
き
花
が
咲
き
誇
る
中
に
君
を
携
え
て
出
か
け
て
来

た
。
詩
人
の
目
に
は
空
の
遠
近
が
映
り
、
酔
人
の
足
に
は
道
の
高
低
を
感
じ
る
。

緑
の
柳
の
植
え
て
あ
る
畦
道
を
歩
き
尽
く
し
、
紅
の
杏
の
西
側
を
通
っ
て
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
。
次
第
に
興
が
乗
っ
て
き
て
、
思
い
が
け
ず
鳥
居
の
あ
る
と
こ
ろ

に
着
い
た
。

○
藤
自
南
弟
来　

木
百
年
の
義
弟
の
阿
藤
弟
来
。『
如
亭
山
人
初
集
』
に
「
哭
藤

弟
来
」
の
詩
が
あ
る
。　

○
此
日　

ど
の
よ
う
な
日
か
不
明
確
。　

○
君　

何

を
さ
す
か
不
明
確
。　

○
鶯
花
海　

熟
し
た
言
い
方
。「
萬
金
選
勝
鶯
花
海
」（
宋
・

陸
遊
・
風
入
松
詞
）な
ど
。　

○
看
　々

み
る
み
る
。
し
だ
い
に
。　

○
處　

時
。　

○
鶏
栖　

鳥
居
。
神
社
の
門
。
歩
い
て
い
る
う
ち
に
神
社
に
出
た
と
い
う
発
想

は
『
如
亭
山
人
遺
稿
』
巻
一
「
吉
備
雜
題
」
そ
の
九
に
も
見
ら
れ
る
。　

◎
上
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平
声
八
齊
・
五
律
。

【
評
・
本
文
】

一
直
寫
下
語
意
貫
通
、
無
半
點
之
礙
滞
。
此
人
之
身
分
可
以
見
矣
。

（
一
た
び
直
に
写
し
て
語
を
下
せ
ば
、
意
貫
通
し
て
、
半
点
の
礙
滞
無
し
。
此

の
人
の
身
分
、
以
て
見
る
べ
し
。）

【
訳
文
】

　

事
実
を
そ
の
ま
ま
に
写
し
て
語
を
一
回
で
決
め
る
の
で
、
詩
意
は
冒
頭
か
ら

末
尾
ま
で
一
貫
し
て
流
れ
、
わ
ず
か
に
滞
る
と
こ
ろ
も
な
い
。
こ
う
し
た
と
こ

ろ
か
ら
、
こ
の
作
者
の
身
分
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
礙
滞　

と
ど
こ
お
る
こ
と
。　

○
此
人
之
身
分　

弟
来
は
医
師
で
あ
り
、
そ

れ
を
さ
す
。

８　
　

栁
橋
聞
鶯　
　

矢
伯
玉　

學
邈

【
詩
・
本
文
】

健
筇
輕
屐
偶
閑
遊　
　

健
筇　

軽
屐　

偶
ま
閑
遊
す

草
暖
長
堤
緑
潑
油　
　

草
暖
く　

長
堤　

緑　

油
を
潑
す

栁
蔭
聞
鶯
蹔
停
歩　
　

柳
蔭
に
鴬
を
聞
き　

蹔
ら
く
歩
を
停
む

前
回
値
雨
此
橋
頭　
　

前
回　

雨
に
値
ふ
は
此
の
橋
頭

【
訳
文
】

　

丈
夫
な
杖
と
軽
い
下
駄
で
、
ふ
と
の
ん
び
り
と
歩
い
て
み
た
。
日
の
当
た
る

長
く
続
く
堤
で
は
草
が
暖
か
く
照
ら
さ
れ
て
、
そ
の
緑
は
油
の
よ
う
に
輝
い
て

い
る
。
柳
の
木
陰
で
鴬
の
鳴
く
の
に
聴
き
入
っ
て
し
ば
ら
く
歩
み
を
停
め
る
。

そ
う
い
え
ば
、
前
に
来
た
時
に
雨
に
降
ら
れ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
橋
の
あ
た

り
だ
っ
た
。

○
栁
橋
聞
鶯　

柳
橋
は
一
般
名
詞
か
。
江
戸
の
柳
橋
か
。　

○
矢
伯
玉
學
邈　

未
詳
。　

◎
下
平
声
十
一
尤
・
七
絶
。

【
評
・
本
文
】

西
湖
栁
浪
、
久
想
其
境
。
不
必
求
於
此
詩
之
外
也
。

（
西
湖
の
柳
浪
、
久
し
く
其
の
境
を
想
ふ
、
必
ず
し
も
此
の
詩
の
外
に
求
め
ざ

る
な
り
。）

【
訳
文
】

　

西
湖
十
景
の
一
つ
に
柳
浪
聞
鴬
が
あ
る
が
、
長
い
こ
と
そ
の
様
子
を
い
ろ
い

ろ
想
像
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
こ
の
詩
以
外
に
求
め
る
必
要

は
な
く
、
こ
の
詩
中
に
描
き
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

○
西
湖
栁
浪　

西
湖
十
景
に
「
柳
浪
聞
鴬
」
が
あ
る
。　

○
此
詩
之
外　

こ
の

詩
さ
え
あ
れ
ば
十
分
の
意
。

９　
　

春
夢　
　

長
自
芳　

蘭
腸

【
詩
・
本
文
】

微
風
淡
月
夜
微
茫　
　

微
風　

淡
月　

夜　

微
茫

酣
醉
空
眠
六
尺
床　
　

酣
酔　

空
し
く
眠
る　

六
尺
の
床

春
夢
驚
醒
人
不
見　
　

春
夢　

驚
き
醒
め　

人　

見
え
ず

梅
花
如
雪
枕
頭
香　
　

梅
花　

雪
の
如
く　

枕
頭　

香
ば
し

【
訳
文
】
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そ
よ
風
の
中
、月
は
淡
い
光
を
放
つ
だ
け
で
、今
夜
は
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
す
っ
か
り
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
そ
の
ま
ま
六
尺
の
寝
床
で
一
人
で
眠
り

こ
け
て
い
る
。
は
か
な
い
と
い
う
春
の
夢
か
ら
は
っ
と
覚
め
て
み
る
と
、
夢
中

の
美
人
は
跡
形
も
な
く
、
雪
の
よ
う
な
白
梅
が
枕
も
と
で
名
残
の
よ
う
に
よ
い

香
り
を
漂
わ
せ
て
い
る
だ
け
だ
。

○
春
夢　

は
か
な
い
春
の
夜
の
夢
。
は
か
な
い
人
生
に
た
と
え
る
。　

○
長
自

芳
蘭
腸　

山
岸
蘭
腸
。
信
州
中
野
の
医
者
。　

○
微
茫　

ぼ
ん
や
り
か
す
か
。　

○
酣
醉　

ひ
ど
く
酔
う
。快
く
酔
う
。　

○
空
眠　

空
は
独
り
寝
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
。　

◎
下
平
声
七
陽
・
七
絶

【
評
・
本
文
】

所
謂
人
者
淡
粧
美
人
。
必
得
意
塲
中
之
人
。
蘧
然
不
可
復
見
。
惆
々
悵
々
。

（
謂
ふ
所
の
「
人
」
は
淡
粧
美
人
、
必
ず
得
意
場
中
の
人
な
ら
ん
。
蘧
然
と
し

て
復
た
見
る
べ
か
ら
ず
。
惆
々
悵
々
。）

【
訳
文
】

　

詩
中
に
言
う
「
人
」
は
白
梅
の
よ
う
な
薄
化
粧
の
美
女
で
、
き
っ
と
望
み
通

り
の
状
況
で
出
会
っ
た
人
で
あ
ろ
う
。
一
度
は
喜
ん
だ
が
再
び
は
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
残
念
残
念
。

○
淡
粧
美
人　

白
梅
の
ご
と
き
美
女
。『
如
亭
山
人
藁
初
集
』「
桐
公
子
淡
粧
美

人
図
」
が
あ
る
。　

○
得
意　

心
に
か
な
う
。　

○
蘧
然　

驚
喜
の
さ
ま
。
一

度
は
喜
ん
で
二
度
と
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
荘
子
の
語
。　

○
惆
々
悵
　々

こ

の
踊
り
字
の
読
み
方
は
惆
悵
惆
悵
。

10　
　

幽
居
二
首　
　

高
一
魯　

聖
誕

【
詩
・
本
文
】

求
景
何
遊
遠　
　

景
を
求
て　

何
ぞ
遠
き
に
遊
ば
ん

幽
居
總
是
詩　
　

幽
居　

総
て
是
れ
詩

身
閑
時
似
病　
　

身　

閑
な
る
時　

病
の
似
く

情
惓
處
如
癡　
　

情　

惓
む
處　

癡
の
如
し

貯
水
養
魚
子　
　

水
を
貯
て　

魚
子
を
養
ひ

褰
簾
迎
燕
児　
　

簾
を
褰
て　

燕
児
を
迎
ふ

箇
塲
真
得
意　
　

箇
の
場　

真
に
意
を
得
た
り

長
怕
世
人
知　
　

長
と
こ
し
へに
怕
る　

世
人
の
知
る
こ
と
を

【
訳
文
】

　

よ
い
景
色
を
求
め
る
の
に
ど
う
し
て
遠
く
ま
で
出
か
け
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

私
の
静
か
で
奥
ま
っ
た
住
ま
い
は
、
全
て
が
詩
な
の
だ
か
ら
。
身
体
が
閑
な
時

は
病
を
養
う
時
の
よ
う
に
何
も
せ
ず
に
、
気
持
ち
が
疲
れ
た
時
は
愚
者
の
よ
う

に
何
も
考
え
な
い
。
水
を
貯
え
て
小
さ
な
魚
を
養
っ
た
り
、
簾
を
上
げ
て
燕
の

子
を
迎
え
た
り
す
る
。
こ
こ
は
実
に
意
に
適
っ
た
場
所
だ
。
ず
っ
と
恐
れ
て
い

る
の
は
、
世
間
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

○
幽
居　

詩
佛
の
「
山
居
十
首
」（『
卜
居
集
』）
な
ど
の
五
律
連
作
の
影
響
下
の

作
品
と
見
ら
れ
る
。　

○
高
一
魯
聖
誕　

高
梨
聖
誕
。
信
州
中
野
に
お
け
る
柏

木
如
亭
の
高
弟
。
詩
集
に
『
紅
葉
遺
詩
』
が
あ
る
。　

○
魚
子
〜
燕
児　

魚
児

と
燕
子
は
「
細
雨
魚
児
出
、
微
風
燕
子
斜
」（
水
檻
遣
心
二
首
其
一
・
唐
・
杜
甫
）

の
例
が
あ
る
。　

○
褰
簾　

簾
を
か
か
げ
る
。　

○
箇
塲　

前
の
全
て
を
受
け
る
。　
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◎
上
平
声
四
支
・
五
律
。

【
評
・
本
文
】

三
四
、
人
々
有
此
思
。
人
々
逢
此
境
、
只
寫
不
得
。
聖
誕
能
言
之
。
可
以
想
見

其
苦
心
矣
。

（
三
四
、
人
々
、
此
の
思
ひ
有
り
。
人
々
、
此
の
境
に
逢
ひ
て
只
だ
写
し
得
ず
。

聖
誕
、
能
く
之
を
言
ふ
。
以
て
其
の
苦
心
を
想
見
す
べ
し
。）

【
訳
文
】

　

三
・
四
句
は
誰
し
も
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
誰
し
も
こ
う
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、

た
だ
表
現
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
聖
誕
は
う
ま
く
こ
れ
を
表
現
し
た
。
そ
の
苦

心
を
想
像
す
べ
き
だ
。

11　

そ
の
２

【
詩
・
本
文
】

學
字
手
終
倦　
　

字
を
学
て　

手　

終
に
倦
み

因
閑
懶
亦
加　
　

閑
に
因
て　

懶　

亦
た
加
ふ

歓
伯
斟
新
熟　
　

歓
伯　

新
熟
を
斟
み

酪
奴
烹
舊
芽　
　

酪
奴　

旧
芽
を
烹
る

闌
風
萬
壑
樹　
　

闌
風　

万
壑
の
樹

瑞
雪
一
天
花　
　

瑞
雪　

一
天
の
花

門
前
人
不
到　
　

門
前　

人　

到
ら
ず

時
有
數
聲
鴉　
　

時
に
有
り　

数
声
の
鴉

【
訳
文
】

　

字
を
学
ん
で
い
る
と
終
に
手
が
疲
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
が
、
急
ぐ
用
事
で
も

な
い
の
で
、
ま
た
怠
け
て
し
ま
う
。
歓
伯
と
も
言
う
酒
は
新
し
く
熟
し
た
新
酒

を
斟
む
が
、
酪
奴
と
か
言
う
茶
は
去
年
の
芽
を
烹
て
煎
れ
れ
ば
十
分
だ
。
秋
の

風
が
谷
中
の
木
を
吹
き
、
瑞
祥
の
雪
が
空
い
っ
ぱ
い
に
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に

な
る
。
わ
が
門
に
は
誰
も
訪
ね
る
人
も
無
く
、
時
々
鴉
が
い
く
ら
か
鳴
く
の
が

聞
え
る
く
ら
い
だ
。

○
歓
伯　

酒
の
異
名
。　

○
酪
奴　

茶
の
異
名
。
擬
人
法
は『
静
窓
詩
』に
多
い
。　

○
闌
風　

夏
秋
の
交
に
吹
く
風
。
涼
風
。
止
ま
ず
に
ふ
く
風
。　

◎
下
平
声
六
麻
・

五
律
。

【
評
・
本
文
】

三
四
、能
以
平
易
為
竒
險
。
宋
人
手
段
。
五
六
、雄
壮
有
餘
。
我
邦
人
、少
能
言
者
。

（
三
四
、
能
く
平
易
を
以
て
奇
険
を
為
す
。
宋
人
の
手
段
な
り
。
五
六
、
雄
壮
、

餘
り
有
り
。
我
邦
の
人
、
能
く
言
ふ
者
少
な
り
。）

【
訳
文
】

　

三
・
四
句
は
、
う
ま
く
平
易
な
語
で
を
奇
抜
な
表
現
と
し
た
。
宋
の
詩
人
の
や

り
方
で
あ
る
。
五
・
六
句
は
、
雄
壮
と
言
っ
て
足
り
な
い
く
ら
い
だ
。
我
が
国
の

人
で
、
こ
の
よ
う
に
う
ま
く
表
現
で
き
る
人
は
稀
で
あ
る
。

12　
　

自
然　
　

木
壽　
　

百
年

【
詩
・
本
文
】

小
笆
籬
畔
水
潺
湲　
　

小
笆
籬
畔　

水　

潺
湲

幽
竹
踈
松
愜
自
然　
　

幽
竹
踈
松　

自
然
に
愜
ふ
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身
世
久
抛
高
枕
外　
　

身
世　

久
し
く
抛
つ　

高
枕
の
外

風
流
毎
在
短
筇
前　
　

風
流　

毎
に
在
り　

短
筇
の
前

磨
烟
明
月
宵
呈
鏡　
　

烟
を
磨
し
て　

明
月　

宵
に
鏡
を
呈
し

鑄
雨
青
苔
日
供
錢　
　

雨
を
鑄
て　

青
苔　

日
々
に
銭
を
供
す

頑
腹
磊
胸
詩
與
酒　
　

頑
腹　

磊
胸　

詩
と
酒
と

天
公
容
我
執
閑
権　
　

天
公　

我
を
容
れ
て
閑
権
を
執
ら
し
む

【
訳
文
】

　

小
さ
な
竹
の
生
垣
の
あ
た
り
に
小
川
が
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
て
い
る
。
静
か
な

竹
林
も
疎
ら
な
松
も
、
人
が
植
え
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
然

に
適
っ
て
い
る
。
我
が
身
の
一
代
は
、
高
く
し
た
枕
の
向
こ
う
に
と
っ
く
の
昔

に
投
げ
捨
て
て
し
ま
っ
た
が
、
お
か
げ
で
常
に
風
流
は
短
い
我
が
杖
の
先
に
あ

る
の
だ
。
例
え
ば
、
霧
で
明
月
を
磨
け
ば
夜
に
は
鏡
の
よ
う
に
輝
く
し
、
雨
で

青
苔
を
鋳
造
す
れ
ば
、
毎
日
銭
を
渡
し
て
く
れ
る
。
丈
夫
な
腹
と
も
の
に
こ
だ

わ
ら
な
い
心
持
ち
で
い
れ
ば
詩
と
酒
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、
天

帝
も
こ
の
静
か
な
境
を
私
が
占
め
る
の
を
許
し
て
く
れ
る
の
だ
。

○
木
壽
百
年　

木
敷
百
年
。
信
州
中
野
に
お
け
る
柏
木
如
亭
の
高
弟
。
詩
集
『
静

窓
詩
』
が
あ
る
。　

○
笆
籬　

竹
の
生
垣
。　

○
閑
権　

末
尾
の
「
詩
語
「
閑
権
」

に
つ
い
て
」
を
参
照
。　

◎
下
平
声
一
先
・
七
律
。

【
評
・
本
文
】

三
四
、
近
自
然
。
平
々
寫
得
為
竒
句
。
蓋
、
後
苦
心
、
中
得
之
。
五
六
、
雖
竒
險
、

不
失
其
體
。
百
年
於
七
律
尤
所
壇
塲
。
於
是
見
之
矣
。

（
三
四
、
自
然
に
近
く
、
平
々
、
写
し
得
て
奇
句
と
為
る
。
蓋
し
、
苦
心
の
後

に
之
に
中
り
得
た
ら
ん
。
五
六
、
奇
険
と
雖
ど
も
其
の
体
を
失
せ
ず
。
百
年
、

七
律
に
於
て
尤
も
場
を
壇
に
す
る
所
、
是
に
於
て
之
を
見
る
。）

【
訳
文
】

　

三
・
四
句
は
、
自
然
に
近
い
表
現
で
、
平
明
な
写
生
が
良
い
句
と
な
っ
た
。
お

そ
ら
く
、
苦
心
の
後
に
こ
の
表
現
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
・
六
句
、

奇
抜
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
て
い
な
い
。
七
言
律
詩
は
木
百

年
の
独
壇
場
だ
が
、
こ
の
詩
を
読
め
ば
そ
の
理
由
が
わ
か
る
。

（
跋
文
）

【
本
文
】

今
茲
庚
申
之
秋
、
天
民
詩
兄
訪
予
於
信
濃
山
居
。
留
宿
數
十
日
、
同
社
諸
子
、

皆
來
謁
。
一
香
一
茗
、
説
花
話
月
、
暢
懐
殊
甚
矣
。
諸
子
、
又
、
出
所
業
、
求

言
價
焉
。
天
兄
、
乃
取
而
讀
、
々
而
選
、
々
而
評
。
不
覚
成
巻
。
高
木
二
生
、

相
謀
刻
之
、
以
附
歸
装
。
山
中
白
雲
、
聊
持
貽
之
也
。
舒
亭
山
人
晩
晴
草
堂
西

窓
書
。

【
訓
読
文
】

今
茲
、
庚
申
の
秋
、
天
民
詩
兄
、
予
を
信
濃
山
居
に
訪
ふ
。
留
宿
数
十
日
、
同

社
諸
子
、
皆
な
来
り
て
謁
す
。
一
香
一
茗
、
花
を
説
き
月
を
話
し
、
懐
を
暢
ぶ

る
こ
と
、
殊
に
甚
し
。
諸
子
、
又
、
所
業
を
出
し
て
、
言
価
を
求
む
。
天
兄
、

乃
ち
取
り
て
読
み
、
読
み
て
選
び
、
選
び
て
評
す
。
覚
え
ず
、
巻
を
成
す
。
高
・

木
の
二
生
、
相
謀
り
て
之
を
刻
し
、
以
て
帰
装
に
附
す
。
山
中
の
白
雲
、
聊
か

持
し
て
之
を
貽
る
な
り
。
舒
亭
山
人
、
晩
晴
草
堂
西
窓
に
書
す
。
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【
訳
文
】

　

今
年
、
寛
政
十
二
年
庚
申
の
秋
に
、
大
窪
詩
佛
、
つ
ま
り
天
民
詩
兄
が
、
私

を
信
州
の
山
居
に
訪
ね
て
く
れ
た
。
留
ま
る
こ
と
数
十
日
に
及
び
、
晩
晴
吟
社

の
諸
氏
は
皆
や
っ
て
来
て
お
目
に
か
か
っ
た
。
一
つ
の
香
木
と
一
杯
の
名
茶
だ

け
で
、
花
を
語
り
月
を
話
し
、
心
を
の
び
の
び
と
さ
せ
る
こ
と
非
常
な
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
諸
氏
は
自
分
の
作
品
を
出
し
て
、
批
評
を
求
め
た
。
そ
こ
で

天
民
詩
兄
は
、
取
っ
て
は
読
み
、
読
ん
で
は
選
び
、
選
ん
で
は
批
評
し
た
。
思

い
が
け
ず
、
一
巻
と
ま
と
ま
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
高
聖
誕
と
木
百
年
の
両
君
は

相
談
し
て
こ
れ
を
版
木
に
刻
し
て
本
と
し
て
、
そ
れ
を
帰
路
の
荷
物
に
加
え
さ

せ
た
。
山
中
の
白
雲
と
い
う
も
の
は
、
陶
弘
景
の
詩
の
よ
う
に
本
来
持
っ
て
帰

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
く
ら
か
持
っ
て
き
て
こ
れ
を
贈
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
文
は
舒
亭
山
人
が
、
晩
晴
草
堂
の
西
書
斎
で
書
い
た
。

○
今
茲
庚
申　

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）。　

○
天
民
詩
兄　

詩
兄
は
敬
称
。

年
齢
は
大
窪
詩
佛
は
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
生
。
柏
木
如
亭
は
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六
三
）生
。　

○
信
濃
山
居　

信
州
中
野
の
柏
木
如
亭
の
書
斎
、晩
晴
草
堂
。　

 

○
一
香
一
茗　

序
詩
そ
の
２
の
「
一
鼎
清
茶
一

香
」
と
呼
応
し
て
い
る
。　

○
高
木
二
生　

信
州
に
お
け
る
如
亭
の
高
弟
、
高
聖
誕
と
木
百
年
。　

○
山
中

白
雲　
「
山
中
宰
相
」
陶
弘
景
「
山
中
何
所
有
、
嶺
上
多
白
雲
。
只
可
自
怡
悦
、

不
堪
持
贈
君
。」（
詔
問
山
中
何
所
有
賦
詩
以
答
詩
・
陶
弘
景
）
陶
弘
景
は
南
北

朝
時
代
の
道
士
、
学
者
。　

○
聊
持
貽
之　

前
述
の
詩
の
表
現
を
ふ
ま
え
る
。　

○
舒
亭
山
人　

柏
木
如
亭
の
当
時
の
表
記
。

補
論　

詩
語
「
閑
権
」
に
つ
い
て

　

こ
の
木
百
年
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
「
閑
権
」
と
い
う
詩
語
は
漢
和
辞
典
な
ど

に
載
ら
な
い
用
例
の
少
な
い
語
だ
。
意
味
は
「
閑
か
さ
を
自
分
一
人
で
ほ
し
い

ま
ま
に
す
る
こ
と
」
と
思
わ
れ
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
詩
語
を
『
晩
晴
吟
社
詩
』
に
深
い
関
わ
り
が
あ
る

三
人
の
詩
人
が
同
時
期
に
と
も
に
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
人
と
は
、
木

百
年
（
如
亭
の
門
人
）
の
他
、
柏
木
如
亭
（
晩
晴
吟
社
主
催
）、
大
窪
詩
佛
（
評

者
で
あ
り
如
亭
の
盟
友
）
で
あ
る
。
実
際
の
句
は

　
　

百
年
「
天
公
容
我
執
閑
権
」（
自
然
）
寛
政
十
二
年
（
一
七
九
五
）

　
　

詩
仏
「
箇
中
真
是
得
閑
権
」（
山
居
）
寛
政
十
二
年
（
一
七
九
五
）

　
　

如
亭
「
溪
山
許
可
執
閑
権
」（
書
懐
）
寛
政
十
二
年
（
一
七
九
五
）

　

百
年
の
詩
は
こ
の
『
晩
晴
吟
社
詩
』
に
、
詩
佛
詩
は
『
詩
聖
堂
百
絶
』
に
、

如
亭
詩
は
『
如
亭
山
人
藁
初
集
』
に
収
録
さ
れ
る
。
こ
の
用
例
の
少
な
い
語
が

こ
れ
ほ
ど
集
中
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。

　

時
期
的
に
も
三
者
は
同
年
に
こ
の
詩
語
を
用
い
た
詩
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の

年
の
三
者
の
動
向
を
見
る
と
、
如
亭
は
江
戸
を
出
て
信
州
中
野
ま
で
放
浪
し
た

末
に
、
当
地
の
木
百
年
の
離
れ
ら
し
き
と
こ
ろ
を
借
り
て
漢
詩
を
教
え
て
い
た
。

そ
し
て
詩
仏
は
や
は
り
江
戸
か
ら
そ
の
如
亭
を
信
州
中
野
に
訪
ね
て
こ
の
『
晩

晴
吟
社
詩
』
の
編
集
な
ど
を
し
て
い
た
。
つ
ま
り
三
者
は
こ
の
年
、
同
時
に
同

場
所
で
顔
を
合
わ
せ
て
漢
詩
三
昧
の
生
活
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
所

と
は
百
年
の
離
れ
と
は
名
ば
か
り
ら
し
い
茅
屋
「
晩
晴
草
堂
」
で
あ
る
。
そ
こ

で
三
者
は
ま
さ
に
「
閑
権
」
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
従
っ
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山
口　

旬　
『
晩
晴
吟
社
詩
』
注
釈
と
補
論
「
詩
語
『
閑
権
』
に
つ
い
て
」

て
「
閑
権
」
の
語
は
そ
う
し
た
場
の
交
流
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
如
亭
山
人
藁
初
集
』
に
は
異
本
と
し
て
写
本
『
如
亭
山
人
詩
初

集
』
が
あ
る
。
詩
の
配
列
は
ほ
ぼ
年
時
に
沿
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
閑
権
」

の
語
を
含
む
詩
「
書
懐
」
の
数
首
前
に
、
写
本
に
の
み
存
在
す
る
「
喜
大
窪
詩

佛
見
訪
山
居
」
の
詩
が
あ
り
、
如
亭
の
「
書
懐
」
詩
の
製
作
時
は
詩
佛
訪
問
後
、

間
も
な
い
頃
ら
し
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
（
注
４
）。

　

し
か
し
、
こ
の
語
は
三
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、
宋
代
の
詩
人
林
逋
の

詩
句
に
既
に
存
在
し
て
い
る
。「
一
門
深
掩
得
閑
権
」（
城
中
書
事
）
で
あ
る
。

当
時
の
江
戸
漢
詩
壇
は
唐
詩
の
模
倣
を
嫌
っ
て
む
し
ろ
宋
詩
に
傾
倒
し
て
い
て
、

こ
の
三
者
は
そ
の
先
鋒
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、「
閑
権
」
の
語
は
三
者
の
交
流
か

ら
出
来
た
造
語
と
ま
で
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
三
者
に
よ
る
林
逋
の
詩
の
学
習

か
ら
実
感
に
合
わ
せ
て
発
掘
さ
れ
た
語
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
語
を

発
見
し
た
時
の
三
者
の
得
意
が
想
見
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、「
閑
権
」
を
用
い
た
詩
は
散
見
さ
れ
る
。
佐
羽
淡
齋
の
「
日
長
眠
儘

得
閑
権
」（
初
夏
村
居
）『
淡
齋
百
律
』
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）、
ま
た
牧
棲

碧
の
「
閑
権
只
道
帰
歸
我
」（
胡
麻
溪
居
雑
述
十
首
）『
詩
牛
鳴
草
』
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
な
ど
だ
が
、
淡
齋
は
詩
佛
や
如
亭
の
門
人
格
で
あ
り
、
棲
碧
も
詩

佛
や
如
亭
の
も
う
一
人
の
盟
友
菊
池
五
山
に
詩
を
学
ん
で
お
り
、
時
期
的
に
も

三
者
の
影
響
下
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
三
者
の
本
人
た
ち
も
、
如
亭
は
「
湖
山
静
處
執
花
権
」（
答
人
）『
如
亭

山
人
藁
初
集
』、
詩
佛
は
「
許
秉
江
山
風
月
権
」（
六
十
二
自
賀
）『
詩
聖
堂
詩
集

三
編
』
な
ど
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
て
、
そ
の
詩
境
を
拡

げ
る
一
端
と
し
て
い
る
。

注（
１
）	

中
央
詩
壇
と
地
方
詩
壇
の
関
係
に
つ
い
て
は
「『
五
山
堂
詩
話
』
に
見

る
間
野
可
亭　

︱
地
方
漢
詩
壇
に
お
け
る
役
割
︱
」（『
成
蹊
國
文
』43 

2010-03

）
に
述
べ
た
。

（
２
）	「
大
窪
詩
佛
初
期
詩
集
に
み
る
評
語
に
つ
い
て　

︱
習
作
期
に
お
け
る
問

題
意
識
」（『
成
蹊
国
文
』44 2011-03

）
に
述
べ
た
。

（
３
）	「『
詩
聖
堂
百
絶
』
注
釈
」（『
成
蹊
人
文
研
究
』20 2012-03

）
71
、
81
、

84
、
99
参
照
。

（
４
）	

揖
斐
高
「
写
本
『
如
亭
山
人
詩
初
集
』
に
つ
い
て
」『
江
戸
詩
歌
論
』




